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日照阻害 

対象事業実施区域周辺における、日影の状況を調査し、供用時における建築物・工作物等の

存在による周辺環境への影響について予測及び評価を行った。 

 

4.18.1 調査 

 1．調査項目 

対象事業に伴う日照阻害の影響について予測するための基礎資料を得ることを目的に、表 

4.18-1に示す項目について調査を行った。 

 

 2．調査方法 

調査方法及び調査頻度・時期は、表 4.18-1に示すとおりである。 

 

表 4.18-1 現地調査内容（日照阻害） 

調査項目 調査方法 調査頻度・時期等 

日影の状況 現地踏査により確認する方法 1 回（冬至日） 

 

 3．調査地域 

日照阻害の調査地域は、施設の存在による影響を考慮して、対象事業実施区域及びその周辺

とした。 

 

 4．調査期間 

調査期間は、表 4.18-2に示すとおりである。調査は日影規制の対象である8時から16時とし

た。 

 

表 4.18-2 調査実施期間 

調査項目 調査時期 調査実施期間 

日影の状況 冬至日注） 令和4年12月21日（水） 

注）令和 4 年の冬至日は 12 月 22 日（木）であったが、天候の状況により 21 日に実施した。 

 

 5．調査結果 

対象事業実施区域は、既存のし尿処理施設（清浄園）として利用されており、建物（最高高

さ約12m）が存在する。対象事業実施区域周辺は、「第1章 事業計画の概要」で示した通り、西

側に上田終末処理場、北側に農地やJR北陸新幹線の高架橋、南側及び東側に河川、農地等が存在

しており、長時間の日影を生じさせる高層の建築物は存在しない。 

調査日の既存の清浄園の建物の影は、8～10時頃まで西側の上田終末処理場の敷地内に、14～

16時まで北側の農地にかかる程度であった。 

なお、対象事業実施区域及び周辺は工業専用地域であり、「建築基準法」及び「長野県建築基

準条例」に定める日影規制の対象となっていない。 
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4.18.2 予測及び評価の結果 

 1．予測の内容及び方法 

日照阻害に係る予測の内容及び方法についての概要は、表 4.18-3に示すとおりである。 

 

  (1)予測の内容 

対象事業の影響要因を踏まえ、供用時における日照阻害に伴う周辺環境への影響について

予測を行った。 

 

  (2)予測地域及び地点 

予測地域及び地点は、対象事業実施区域周辺とした。 

 

  (3)予測対象時期 

予測の対象時期については、施設が定常的に稼働する時期以降の冬至日とした。 

 

表 4.18-3 日照阻害に係る予測の内容及び方法 

影響要因 予測事項 予測方法 予測地域・地点 予測対象時期等 

存在・供用に
よる影響 

建築物・工作物
等の存在 

日照阻害 日照阻害の影響
範囲等を数値シ
ミュレーション
により予測 

対象事業実施区
域の周辺 

施設が定常的に
稼働する時期以
降の冬至日 

 

 

 2．供用時における建築物・工作物等の存在に伴う日照阻害による影響 

  (1)予測結果 

冬至日における日影の予測結果は、時刻別日影図を図 4.18-1、等時間日影図を図 4.18-2

に示すとおりである。 

本計画施設における冬至日の日影は、時刻別日影図をみると、ほとんどの時間帯でしなの

鉄道以南の上田終末処理場や農地となっており住宅等に生じないものと予測する。また、影

が最も長くなる16時では、集合住宅の一部に影が生じるものと予測する。なお、煙突の日影

は、広範囲に生じるものの、狭い幅で移動していることから、その影響は小さいと考えられ

る。 

本計画施設における冬至日の日影時間は、等時間日影図をみると、平均地盤面からの高さ

4mにおいて、5時間以上日影となる範囲では敷地境界線から5ｍを超えない範囲、3時間以上日

影となる範囲では敷地境界線から10mを超えない範囲であった。 
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図 4.18-1 時刻別日影図 

上田市基本図を加工して作成。 

煙突 
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図 4.18-2 等時間日影図 

上田市基本図を加工して作成。 

煙突 
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  (2)環境保全措置の内容と経緯 

建築物・工作物等の存在に伴う日照阻害による影響をできる限り緩和させることとし、表 

4.18-4に示す環境保全措置を講じる計画である。 

なお、「建築物の南側への配置」は、予測の前提条件としている。 

 

表 4.18-4 環境保全措置（建築物・工作物等の存在に伴う日照阻害） 

環境保全措置 環境保全措置の内容 
環境保全措置 
の種類注） 

建築物の高さ及び 
面積の抑制 

建物の高さ及び面積は、必要以上に大きくしない。 低減 

建築物の南側への配置 
安全な動線計画等に配慮した上で、可能な限り建
物を南側に配置し影響の低減を図る。 

低減 

注）【環境保全措置の種類】 
回避：全部又は一部を行わないこと等により、影響を回避する。 
低減：実施規模若しくは程度を制限すること又は発生した影響を何らかの手段で軽減若しくは消失させるこ

とにより影響を低減する。 
代償：代用的な資源もしくは環境で置き換え、又は提供すること等により、影響を代償する。 

 

  (3)評価方法 

調査及び予測の結果並びに検討した環境保全措置の内容を踏まえ、以下の観点から評価を

行った。 

 

環境への影響の緩和の観点 

建築物・工作物等の存在に伴う日照阻害による影響が、実行可能な範囲でできる限り緩

和され、環境保全についての配慮が適正になされているかどうかを検討した。 

 

環境保全のための目標等との整合の観点 

日影の予測結果について、表 4.18-5 に示す環境保全のための目標との整合が図られて

いるかについて検討した。 

 

表 4.18-5 環境保全のための目標（建築物・工作物等の存在に伴う日照阻害） 

環境保全目標 具体的な数値 備考 

日影規制 

平均地盤面からの高さ 4ｍの水平面に、
敷地境界線から 5m超 10m未満の範囲に
5 時間以上、10m 超の範囲に 3時間以上
日影となる部分を生じさせないこと。 

建築基準法第56条の2及び長野県
建築基準条例第42条に定められる
日影による中高層の建築物の高さ
の制限に基づく準工業地域の規制 
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  (4)評価結果 

環境への影響の緩和に係る評価 

事業の実施にあたっては、「(6)環境保全措置の内容と経緯」に示したように、事業者と

してできる限り環境への影響を緩和するため、「建築物の高さ及び面積の抑制」、「建築物

の南側への配置」といった環境保全措置を講じる計画である。 

以上のことから、建築物・工作物等の存在に伴う日照阻害による影響については、緩和

されると評価する。 

 

環境保全のための目標等との整合に係る評価 

本計画施設における冬至日の日影時間は、等時間日影図をみると、平均地盤面からの高

さ 4m において、5時間以上日影となる範囲では敷地境界線から 5m を超えない範囲、3 時

間以上日影となる範囲では敷地境界線から 10m を超えない範囲であった。 

以上のことから、環境保全のための目標との整合は図られているものと評価する。 


